
「
国
語
国
文
学
研
究
」
第
四
十
九
号
抜
刷

平

成

二

十

六

年

三

月

六

日

発

行

『
梶
井
基
次
郎
の
文
学
』

総
説

古

閑

章



『
梶
井
基
次
郎
の
文
学
』

総
説

緒
言

『
梶
井
基
次
郎
の
文
学
』
(
三
O
O
六
年
三
月
、
お
う
ふ
う
、

A
五
判
、

六
四
六
ペ
ー
ジ
。
以
下
、
「
本
書
」
と
総
称
す
る
)
は
、
「
序
本
書
の
構

成
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
全
三
部
と
資
料
編
か
ら
成
る
。

「
第
一
部
本
論
編
」
で
は
、
梶
井
基
次
郎
の
文
学
を
書
き
手
と
作
品

の
相
関
関
係
を
視
座
に
検
討
す
る
。
タ
イ
ト
ル
の
「
梶
井
基
次
郎
の
文
学
」

は
、
残
さ
れ
た
作
品
の
文
学
価
値
を
ど
の
よ
う
に
跡
づ
け
る
か
に
重
点
を

置
い
た
も
の
で
、
梶
井
基
次
郎
に
関
す
る
伝
記
的
事
実
の
調
査
や
研
究
を

目
的
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
第
一
の
要
点
は
、
そ
う
し
た
研
究
成
果
を
援

用
し
、
梶
井
文
学
の
存
在
意
義
や
文
学
価
値
を
洗
い
出
す
こ
と
に
あ
る
。

個
々
の
作
品
の
成
立
事
情
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
創
作
過
程
、
作
品
の
独
自

性
や
豊
か
さ
を
、
作
品
分
析
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
梶
井
基
次

郎
と
い
う
稀
有
な
文
学
者
の
創
作
の
秘
儀
を
解
き
明
か
し
、
作
品
の
テ
ー

マ
キ
目
的
、
表
現
構
造
、
書
き
手
の
意
図
キ
モ
チ
ー
フ
を
綿
密
に
追
究
す

る
。
可
能
な
か
ぎ
り
懇
意
を
排
し
、
研
究
史
を
視
野
に
入
れ
、
科
学
的

な
方
法
意
識
を
心
が
け
つ
つ
、
作
品
の
内
部
律
(
読
み
手
の
読
み
に
従
つ

古

閑

章

て
結
像
す
る
作
品
の
相
貌
や
そ
の
相
貌
を
要
請
す
る
作
品
自
体
の
法
則

を
指
す
)
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
し
て
、
究
極
的
に
梶
井
文
学
の
全

貌
を
文
学
的
出
発
期
か
ら
最
晩
年
の
営
為
に
至
る
ま
で
を
統
一
的
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
第
一
部
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
構
造
化
さ
れ
て

いヲ匂。「
第
二
部
周
辺
研
究
」
で
は
、
梶
井
文
学
が
ど
の
よ
う
な
先
行
文
学

の
影
響
を
受
け
、
同
時
代
文
学
と
の
共
振
関
係
を
持
ち
、
ま
た
後
代
文
学

へ
の
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
友
人
知
己
の
証
言
や
文

章
、
残
さ
れ
た
書
簡
、
具
体
的
な
作
品
の
比
較
・
検
討
を
通
し
て
考
察
す

る
。
縄
井
文
学
の
波
紋
を
広
く
文
学
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
志
賀
直
哉
・

川
端
康
成
梅
崎
春
生
と
い
う
個
性
的
な
書
き
手
や
作
品
と
梶
井
文
学
と

の
連
闘
を
追
究
す
る
。
第
一
部
が
、
書
き
手
や
作
品
の
モ
チ
ー
フ
や
テ
1

7
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
立
体
構
造
を
内
部
か
ら
求
心
的
に
捉
え
た
梶
井

文
学
研
究
と
す
る
な
ら
、
第
二
部
は
、
書
き
手
の
生
き
た
時
代
の
問
題
を

視
野
に
入
れ
、
外
部
か
ら
遠
心
的
に
捉
え
返
す
試
み
で
あ
る
。
人
聞
は
常

に
時
代
と
の
連
関
で
生
き
て
い
る
。
梶
井
文
学
を
総
合
的
に
把
握
す
る
に

は
、
外
部
と
内
部
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
視
点
を
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有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
第
三
部
発
展
踊
」
で
は
、
第
一
部
に
お
け
る
書
き
手
と
作
品
の
相

関
図
を
、
も
う
一
度
読
み
手
の
問
題
に
絡
め
て
考
察
す
る
。
梶
井
文
学
を

書
き
手
と
作
品
の
内
的
連
関
を
軸
に
検
討
し
た
第
一
部
に
対
し
て
、
第
一
一
一

部
で
は
読
み
手
の
「
読
み
の
方
法
」
に
心
を
砕
き
つ
つ
、
「
棒
橡
」
と
「
路

上
」
に
的
を
絞
る
。
そ
こ
で
布
置
さ
れ
た
「
読
み
の
共
捧
運
動
論
」
と
い

う
方
法
に
よ
っ
て
、
梶
井
文
学
の
新
た
な
側
面
が
熔
り
曲
さ
れ
る
。
書
く

こ
と
と
読
む
こ
と
を
同
次
元
の
位
相
に
置
く
方
法
は
、
文
学
の
意
味
や
価

ひ

値
を
描
き
出
す
上
で
有
効
で
あ
る
。
書
き
手
の
自
作
に
対
す
る
共
振
運
動

過
程
を
措
定
し
、
か
っ
、
読
み
手
の
書
き
手
に
対
す
る
共
振
運
動
過
程
を

対
置
す
る
視
点
は
、
こ
れ
ま
で
無
意
識
的
に
運
用
さ
れ
て
き
た
書
き
手
と

読
み
手
の
往
還
的
な
「
読
み
」
「
書
〈
」
行
為
の
相
補
性
を
再
認
識
さ
せ
る
。

あ
わ
せ
て
、
そ
う
し
た
共
振
運
動
過
程
が
「
読
む
こ
と
に
よ
る
」
「
書
く

こ
と
に
よ
る
」
自
己
変
容
過
程
を
誘
発
し
て
い
る
側
面
に
注
目
す
る
こ
と

で
、
書
き
手
と
読
み
手
の
読
み
・
書
く
行
為
が
決
し
て
別
も
の
で
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
と
い
う
文
学
理
論
を
導

入
す
る
こ
と
で
梶
井
文
学
の
新
た
な
側
面
が
発
見
で
き
よ
う
。

最
後
の
「
資
料
編
」
に
は
、
梶
井
文
学
の
代
表
作
で
あ
る
「
棒
様
」
研

究
史
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
研
究
書
や
雑
誌
、
棒
様
忌
に
関
す
る

短
文
、
さ
ら
に
は
梶
井
基
次
郎
略
年
譜
を
掲
げ
る
。
「
棒
様
」
研
究
史
を

辿
る
こ
と
は
、
梶
井
研
究
史
を
整
理
す
る
に
等
し
く
、
今
後
の
梶
井
研
究

の
見
取
り
図
を
一
示
す
意
味
が
あ
る
。
梶
井
基
次
郎
に
関
す
る
個
別
の
評
伝

や
研
究
書
文
学
鑑
賞
本
雑
誌
特
集
な
ど
の
数
は
、
メ
ジ
ャ
ー
な
文
学

者
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
書
誌
情
報
を
目

次
と
共
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
部
の
梶
井
基
次
郎
研
究
文
献
目
録
に

も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
雑
誌
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
四
年
十
一
月
に

「梶
井
基
次
郎
研
究
』
(
お
う
ふ
う
)
を
刊
行

し
て
す
で
に
三
十
年
近
く
が
経
過
し
た
。
そ
の
問
、
梶
井
文
学
を
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
文
学
理
論
と
し
て
の
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
の
構
築
と
具

体
的
な
文
学
作
品
へ
の
実
践
を
手
が
け
て
き
た
。
第
二
部
お
よ
び
第
三
部

は
、
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
を
構
築
・
展
開
す
る
過
程
で
結
実
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
苦
心
は
、
第
一
部
と
第
二
部
以
降
の
整
合
性
を
確

保
し
、
い
か
に
一
貫
し
た
論
と
し
て
筋
を
通
す
か
に
あ
り
、
結
果
的
に
は
、

そ
う
し
た
意
識
を
保
持
し
つ
つ
、
第
一
部
を
第
二
部
第
三
部
・
資
料
編

に
よ
っ
て
反
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「梶
井
基
次
郎
研
究
』
段
階
で
は

捉
え
切
れ
な
か
っ
た
文
学
事
象
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
梶

井
基
次
郎
研
究
」
か
ら
「
梶
井
基
次
郎
の
文
学
」
へ
焼
き
直
す
作
業
は
、

単
な
る
論
の
寄
せ
集
め
で
は
な
い
有
機
的
な
連
関
の
下
に
見
通
す
こ
と
を

可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
文
学
史
や
読
み
の
方
法
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
梶
井
文
学

を
総
合
的
に
価
値
づ
け
る
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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学
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取
り
図

初
期
習
作
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世
界
l
小
説
家
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の
道
|
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|
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代
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学
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の
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関
|

「
棒
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善
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の
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徴
|

「
城
の
あ
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」
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(
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)
と
生
(
性
)
の

ロ
ン
P
1
l

「
泥
棒
」
|
精
神
の
ぬ
か
る
み
|

「
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」
破
滅
の
相
貌
1

「
橡
の
花
」

|
小
説
の
方
法
l

凝
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メ
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ニ
ズ
ム
|
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あ
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の
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K
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昇
天
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桜
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あ
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崖
上
の
感
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」

「
冬
の
日
」
|
青
春
の
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唱
|
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蒼
寄
」
と
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覧
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」
|
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」
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現
前
|

「
冬
の
蝿
」

|
運
命
の
背
中

他
者
意
識
の
変
容
I
梶
井
書
簡
を
視
座
と
し
て
|

「
愛
撫
」
|
生
の
安
ら
ぎ
|

「
閣
の
絵
巻
」
|
「
闇
」
の
深
化
|

「
交
尾
」
視
線
の
ゆ
く
え

「
の
ん
き
な
患
者
」

|
現
実
へ
の
回
帰
|

展
望
・
そ
の
問
い
か
け
る
も
の
|
「
推
蔽
」
の
問
題
l

周
辺
研
究
|
先
行
文
学
・
同
時
代
文
学
・
後
代
文
学
と
の
連

第
一
章

第
一
一
章

第
三
章

第
四
章

第
三
部

第
一
章

第
一
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章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

資
料
篇町

初
出
一
覧

あ
と
が
き

〔

〕

関
を
探
る
|

総
説
梶
井
文
学
の
波
紋

志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」
と
「
冬
の
蝿
」

川
端
康
成

梅
崎
春
生

発
展
編
|
「
読
み
の
共
振
運
動
輪
」
か
ら
見
た
梶
井
文
壁

1

読
み
の
方
法
l
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
の
提
唱
|

「
棒
橡
」

「
路
上
」

読
み
の
方
法
再
説

1
近
代
文
学
研
究
の
ア
ポ
リ
ア
|

新
た
な
「
書
き
手
論
」
に
向
け
て
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「
棒
様
」
研
究
史

梶
井
基
次
郎
研
究
単
行
書
一
覧

一
冊
の
本
・
「
棒
様
忌
」
に
寄
せ
て

梶
井
基
次
郎
略
歴

E E 

「
第
一
部

本
論
編
」

の

「
方
法
の
磁
場
」

太
宰
治
『
樟
軽
』
(
一
九
四
四
・
十
一
、
小
山
書
唐
)
本
編
冒
頭
部
は
、

語
り
手
「
私
」
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
亡
く
な
っ
た
小
説
家
た
ち
の
名
前
の
列



記
か
ら
始
ま
る
。

故
郷
へ
の
回
帰
を
手
が
か
り
に
、
も
う
一
度
自
分
の
人
生
を
辿
り
置
し

た
い
小
説
家
の
「
私
」
は
、
「
苦
し
い
か
ら
」
旅
に
出
る
と
言
い
訳
し
つ
つ
、

人
生
の
曲
が
り
角
に
差
し
か
か
っ
た
将
来
の
展
望
を
過
去
の
著
名
な
文
学

者
の
死
亡
年
齢
に
重
ね
、
そ
の
苦
渋
の
思
い
を
表
白
す
る
。
「
私
」
の
口

ぶ
り
は
い
さ
さ
か
自
潮
気
味
で
ふ
ざ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
す

べ
て
数
え
で
記
さ
れ
た
文
学
者
た
ち
の
年
齢
は
、
た
と
え
ば
「
正
岡
子
規

三
十
六
、
尾
崎
紅
葉
三
十
七
、
斎
藤
緑
雨
三
十
人
、
固
木
田
独
歩
三
十
入
、

長
塚
節
三
十
七
、
芥
川
龍
之
介
=
一
十
六
、
嘉
村
構
多
三
十
七
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
な
ら
、
こ
の
天
折
者
た
ち
の
一
群
に
、
当
の
「
太

宰
治
四
十
、
宮
沢
賢
治
三
十
八
、
中
島
敦
三
十
四
、
梶
井
基
次
郎
三
十
三
、

中
原
中
也
三
十
ご
と
い
う
一
項
を
付
け
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
短
命
な
文
学
者
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
存
在
の
根
源
に
突
き
入

る
強
烈
な
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
そ
の
反
映
と
し
て
の
、
読
み
手
の
脳
裡

に
焼
き
つ
け
ら
れ
る
作
品
の
輝
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の

作
品
は
生
命
と
引
き
換
え
に
勝
ち
取
ら
れ
た
と
い
う
印
象
か
ら
免
れ
が
た

い
た
め
に
、
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
、
作
品
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
純
度
は
高
ま
っ
て
見
え
る
。
ま
し
て
や
、
樋
口
一
葉
二
十
五
、
北
村
透

谷
二
十
六
、
石
川
啄
木
二
十
七
の
極
め
つ
け
の
例
に
な
る
と
、
そ
の
感
は

ま
す
ま
す
深
い
。

そ
う
い
う
明
治
以
降
の
文
学
者
群
像
に
あ
っ
て
、
梶
井
基
次
郎
は
、
一

九
O
一
(
明
治
担
)
年
二
月
十
七
日
大
阪
に
生
ま
れ
、
一
九
一
一
一
一
一
(
昭
和

7
)
年
三
月
二
十
四
日
、
同
地
で
鬼
籍
に
入
っ
た
小
説
家
で
あ
る
。
享
年

三
十
一
一
。
人
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
あ
わ
た
だ
し
く
駆
け
抜
け
、
天
折
と
い

う
言
葉
が
ま
さ
に
相
応
し
い
短
命
の
要
因
は
、
当
時
の
死
病
の
結
核
で

あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
短
命
に
比
べ
て
、
死
後
、
作
品
の
輝
き
は
増
す
ば
か

り
で
あ
る
。
生
前
、
文
壇
の
一
角
に
少
数
の
知
己
を
得
て
い
た
に
し
て
も
、

一
般
大
衆
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
梶
井
基
次
郎
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
死
後
、
そ
の
作
品
は
、
同
時
代
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
降
の

読
み
手
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
指
摘
で
き
る
が
、
取
り
あ
え
ず
、
こ
の
時
点
で
は
そ
の
詳
細
に
は

立
ち
入
ら
ず
に
お
こ
う
。
と
い
う
よ
り
、
当
面
の
読
み
手
の
興
味
や
関
心

は
、
あ
ま
り
の
短
命
と
引
き
換
え
に
得
ら
れ
た
傑
作
群
の
拠
っ
て
立
つ
基

盤
を
方
法
的
に
探
る
と
共
に
、
作
品
誕
生
の
鍵
を
意
識
的
に
掴
み
た
い
と

い
ヨ
欲
求
に
あ
る
。
そ
の
実
質
上
の
文
学
活
動
は
わ
ず
か
に
十
年
に
し
か

過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
短
い
も
の
は
短
い
な
り
に
、
一
律
に
括
れ
な
い
内

実
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
時
代
と
の
関
わ
り
と
連
動
し
た
内
面
の
深

化
、
文
学
観
の
変
容
、
さ
ら
に
は
個
々
の
作
品
を
制
作
す
る
過
程
で
生
じ

る
軒
余
曲
折
な
ど
を
通
し
て
、
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
る
問
題
系
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
書
き
手
と
読
み
手
双
方
は
、
書
く
行
為
や
読
む

行
為
を
通
し
て
、
自
己
に
必
要
な
文
学
対
象
を
追
い
詰
め
、
み
ず
か
ら
を

生
か
す
何
も
の
か
を
必
死
に
抽
き
出
そ
う
す
る
衝
動
を
お
互
い
に
共
有
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
意
識
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
最
終
的
に
文
学

作
品
の
豊
か
さ
を
確
認
す
る
た
め
の
必
要
条
件
に
な
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
全
体
像
を
定
立
す
る
方
法
と
し
て
、
以
下
に
五
項
目
を

l閃



提
示
す
る
。

〔
ニ
梶
井
基
次
郎
と
い
う
書
き
手
の
文
学
的
出
発
期
か
ら
晩
年
の
営
為

に
い
た
る
道
程
を
通
観
し
、
そ
こ
に
刻
印
さ
れ
た
書
き
手
と
作
品
の

特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
こ
れ
は
、
書
き
手
と
作
品
の
特
質
を
究

明
す
る
作
業
を
通
し
て
、
最
終
的
に
は
梶
井
基
次
郎
の
独
創
を
定
立

す
る
こ
と
で
あ
る
。
書
き
手
が
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
分
節
す
る
と

い
う
テ
I
ぜ
を
具
体
的
に
一
盲
表
化
し
た
形
が
文
学
作
品
と
す
る
な
ら
、

梶
井
基
次
郎
と
い
う
特
定
の
書
き
手
の
出
発
期
か
ら
最
晩
年
に
至
る

道
程
を
言
語
表
現
の
分
析
を
基
軸
に
通
観
す
る
作
業
は
、
そ
こ
に
刻

印
さ
れ
た
書
き
手
と
そ
の
作
品
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
共
に
、

究
極
的
に
は
文
学
史
上
の
独
創
を
明
ら
か
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
己
梶
井
基
次
郎
と
い
う
書
き
手
は
、
作
品
を
書
く
行
為
を
通
し
て
、

新
た
な
自
己
に
立
ち
向
か
う
存
在
で
あ
る
。
か
っ
、
読
み
手
は
、
書

き
手
と
そ
の
作
品
の
読
み
の
行
為
を
通
し
て
変
容
す
る
存
在
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
取
り
も
直
き
ず
、
両
者
が
常
に
相
補
関
係
に
あ
る
事

実
を
示
し
て
い
る
。
書
き
手
と
作
品
と
読
み
手
と
は
、
読
み
の
行
為

を
通
し
て
共
に
循
環
構
造
を
形
作
る
存
在
で
あ
る
。

〔
二
己
梶
井
基
次
郎
は
、
一
九
二

0
年
代
か
ら
三
0
年
代
に
か
け
て
文
学

活
動
を
行
い
、
そ
の
間
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
上
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名

の
文
学
青
年
に
過
ぎ
ず
、
死
後
急
速
に
評
価
の
高
ま
っ
た
小
説
家
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
処
女
作
「
樟
橡
」
か
ら
絶
筆
「
の
ん
き
な
患
者
」

に
至
る
道
程
を
綿
密
な
作
品
分
析
を
積
み
重
ね
、
実
証
的
か
っ
体
系

的
に
把
握
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
四
〕
「
第
一
部
本
論
編
」
の
眼
目
は
、
書
き
手
や
作
品
と
読
み
手
の

有
機
的
な
連
関
や
そ
の
連
動
し
た
関
係
構
図
を
手
が
か
り
に
、
作
品

成
立
の
基
盤
で
あ
る
書
き
手
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
究
明
す
る
作
業

と
な
る
。
そ
の
結
呆
、
個
々
の
作
品
は
、
作
品
成
立
時
点
で
の
方
法

や
モ
チ
ー
フ
・
テ
1
7
・
文
体
・
時
代
思
潮
・
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
と

い
っ
た
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
作
品
が
紡

吉
出
さ
れ
て
く
る
磁
場
を
確
認
し
つ
つ
、
創
作
活
動
の
原
初
に
発
光

す
る
書
き
手
の
精
神
の
劇
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
書
く
行

為
に
ま
つ
わ
る
創
作
の
秘
儀
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
作
品
の
構

造
分
析
は
ミ
ク
ロ
な
作
業
に
属
し
、
そ
の
構
造
分
析
を
踏
ま
え
た
文

学
者
研
究
は
マ
ク
ロ
な
視
点
の
上
に
成
立
す
る
。
読
み
手
は
、
梶
井

基
次
郎
と
い
う
文
学
資
料
を
対
象
に
、
遠
心
的
か
つ
求
心
的
な
読
み

の
磁
場
に
自
己
を
解
放
す
る
者
で
あ
る
ロ
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〔
五
〕
一
般
に
、
梶
井
基
次
郎
は
私
小
説
作
家
の
範
暗
に
編
入
さ
れ
が
ち

だ
が
、
資
質
を
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
と
い
う
文
学
理
論
で
再
検

討
し
、
私
小
説
の
一
特
質
で
あ
る
身
辺
雑
記
性
や
そ
の
発
展
型
と
し

て
の
心
境
小
説
の
内
面
性
に
対
置
し
う
る
、
明
確
で
意
識
的
な
モ

チ
ー
フ
キ
テ
l
マ
で
測
定
し
直
し
て
み
る
な
ら
、
通
常
の
私
小
説
概



念
で
は
律
し
切
れ
な
い
小
説
家
の
相
貌
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
そ

う
し
た
認
識
を
保
持
し
、
梶
井
独
自
の
美
意
識
や
表
現
構
造
に
注
目

し
つ
つ
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
プ
な
小
説
家
像
を
迫
尋
す
る
こ
と
で
あ

る
。
書
き
手
と
作
品
と
読
み
手
の
循
環
構
造
を
視
野
に
入
れ
た
文
学

者
像
の
構
築
を
目
差
す
こ
と
が
本
害
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
な

る。

小
説
を
読
む
こ
と
の
難
し
さ
は
、
小
説
を
読
む
行
為
を
通
し
て
、
そ
れ

を
書
い
た
小
説
家
の
人
生
と
、
そ
れ
を
読
む
読
み
手
の
人
生
が
重
な
っ
て

く
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
行
為
の
難
し
さ
は
、
や
が
て
楽
し
さ
で

も
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
安
易
な
人
生
観
に
身
を
任

せ
る
こ
と
が
充
実
し
た
人
生
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
よ
う
に
、
小
説

と
人
生
は
表
裏
一
体
の
関
係
を
保
つ
こ
と
で
、
逆
説
的
に
、
難
し
く
も
楽

し
く
も
な
る
存
在
と
し
て
読
み
手
に
働
き
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
小
説
は
虚
構
で
あ
り
、
物
語
を
楽
し
む
だ
け
で
よ
い
と

い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
日
本
近
代
文
学
を
構
築
し
た
メ
イ

ン
の
書
き
手
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
の
人
生
を
文
学
活
動
の
中
に
ま
る
ご
と

投
入
し
、
ま
さ
に
人
生
の
形
代
と
し
て
の
作
品
創
造
に
遁
進
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
書
き
手
の
文
学
活
動
は
人
生
の
意
味
を
問
つ
生
真
面
目

な
営
為
と
な
る
。
先
の
五
項
目
の
基
本
理
念
は
、
読
み
手
自
身
の
人
生
の

問
題
を
意
識
化
し
、
梶
井
文
学
の
意
味
を
問
う
作
業
を
通
し
て
、
日
本
近

代
文
学
の
存
在
理
由
を
も
検
証
す
る
試
み
に
転
化
す
る
。

梶
井
基
次
郎
は
、
日
本
近
代
文
学
の
本
流
を
歩
い
た
、
文
学
の
神
に
魅

入
ら
れ
た
小
説
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
「
第
一
部
本
論
編
」
で
は
、

歴
史
的
存
在
と
し
て
の
梶
井
基
次
郎
を
意
識
し
つ
つ
も
、
第
一
義
と
し
て

は
、
あ
く
ま
で
も
彼
の
残
し
た
作
品
を
価
値
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
「
梶

井
基
次
郎
の
文
学
」
と
題
す
る
理
由
で
あ
る
。
時
代
の
制
約
を
受
け
ざ
る

を
え
ぬ
書
き
手
の
意
図
は
意
図
と
し
て
、
作
品
を
い
か
に
現
代
に
蘇
ら
せ

る
か
に
第
一
部
の
目
論
見
が
あ
る
。
「
書
き
手
|
作
者
I
作

品

読

者

|

読
み
手
」
の
連
鎖
構
造
(
循
環
構
造
)
を
断
ち
切
る
こ
と
な
く
読
み
の
行

為
を
遂
行
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
書
き
手
や
作
品
を
読
む
行
為
が
人
聞
を
読

む
行
為
、
つ
ま
り
は
自
己
認
識
の
営
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
明
示
し

て
い
る
。
言
う
は
易
く
、
行
う
に
難
い
作
業
で
あ
る
が
、
日
本
近
代
文
学

研
究
の
中
心
課
題
が
こ
の
文
脈
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
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〔

〕

「
第
一
章
1
終
章
」

に
至
る
全
十
八
章
の
特
色

第
一
章
「
総
説
」
で
は
、
梶
井
文
学
の
全
体
像
を
提
示
す
る
。
約
二
十

編
の
初
期
習
作
の
世
界
を
「
倫
理
的
側
面
」
と
「
美
的
・
感
覚
的
側
面
」

の
二
側
面
に
整
理
し
、
そ
れ
が
「
瀬
山
の
話
」
に
集
約
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

う
し
た
二
側
面
が
「
美
的
・
感
覚
的
側
面
」
に
統
一
・
収
品
慨
さ
れ
る
「
棒

様
」
誕
生
の
舞
台
裏
を
検
証
す
る
。
試
み
に
、
初
期
習
作
の
系
統
樹
を
示

す。



A
群
:
・
倫
理
的
側
面
を
問
題
に
し
た
習
作
群

@
暴
力
・
腕
力
を
問
題
に
し
た
も
の

「
小
さ
き
良
心
」
(
一
九
二
二
・
九
)
「
洗
吉
」
(
一
九
二
二
・
十
二
)

「
卑
怯
者
」
(
一
九
二
三
一

i
一一)

「
ヵ
ッ
フ
ェ

l
・ラ
l
ヴ
ェ
ン
」
(
一
九
二
三
)

⑥
飲
酒
・
放
蕩
に
よ
る
実
生
活
の
乱
れ
を
問
題
に
し
た
も
の
I
l
-
-

「
裸
像
を
盗
む
男
」
(
ご
一
九
二
二
晩
秋
)
「
帰
宅
前
後
」
(
二
一
九
一
三

一

一三一
7.
十一ご一
77τ，t{ti‘‘、}土.、3よ-3よ，ム一三三.一)

「
窃
僅
」
(
一
九
二
三
・
二
)
「
母
親
」
(
一
九
二
三
・
四
l
五
)

@
自
我
に
ま
つ
わ
る
内
面
性
を
問
題
に
し
た
も
の

「
大
蒜
」
(
一
九
二
三
・
四
l
五
)
「
套
吉
」
(
一
九
二
三
五
)

「
矛
盾
の
様
な
真
実
」
(
一
九
一
ご
一
二
三
一

九
二
三
.
人
)

「
夕
凪
橋
の
狸
」
(
一
九
二
四
・
五
l
人
)

⑥
束
京
時
代
の
生
活
を
扱
っ
た
も
の

「
不
幸
」
(
一
九
二
二
)
「
凧
」
(
一
九
二
五
)

@
失
恋
体
験
に
根
ざ
し
た
も
の

「
河
岸
」
(
一
九
一
一
二
夏
)

⑦
芸
術
と
実
生
活
の
相
克
を
描
い
た
も
の

「
挙
ぢ
登
る
男
」
(
一
九
二
二
秋
)

B
群
・
:
:
美
的
感
覚
的
側
面
を
問
題
に
し
た
習
作
群

⑧
感
覚
的
享
楽
を
主
題
化
し
た
も
の
|
|
|
」

「
秘
や
か
な
楽
し
み
」
(
一
九
一
一
二
)
一

「
秋
の
目
の
下
」
(
一
九
二
一
一
秋
)
一

@
美
意
識
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
も
の
|
|
L

「
鼠
」
(
一
九
三
二
秋
)
「
犬
を
売
る
男
」
(
一
九
三
四
夏
l
秋
)

「
太
郎
と
街
」
(
一
九
二
四
・
十
)

「
貧
し
い
生
活
よ
り
」
(
一
九
二
四
・
五
i
六
)

「
瀬
山
の
話
」
(
一
九
二
四
・
十
)
「
棒
様
」
(
向
上
)
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「
雪
の
日
」
(
一
九
三
五
・
三
)
「
汽
車
そ
の
他
」
(
向
上
)

「
樟
様
」
は
、
初
期
習
作
の
多
様
性
が
「
美
的
・
感
覚
的
側
面
」
に
収

放
さ
れ
、
結
果
的
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
限
定
す
る
形
で
誕
生
し
た
作
品

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
「
棒
様
」
か
ら
「
K
の
昇
天
」
に
至

る
前
期
の
文
学
、
「
冬
の
日
」
と
い
う
前
・
後
期
の
は
ざ
ま
に
件
立
す
る

作
品
、
湯
ヶ
島
時
代
の
頂
点
を
な
す
「
冬
の
蝿
」
、
帰
阪
後
の
文
学
を
代

表
す
る
「
閣
の
絵
巻
」
や
「
の
ん
き
な
患
者
」
の
特
質
が
迫
尋
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
前
期
の
文
学
に
認
め
ら
れ
る
カ
タ
ル
シ
ス
が
「
冬
の
日
」
に

認
め
ら
れ
な
い
特
質
平
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
闇
」
の
登
場
、
マ
ル
キ
シ
ズ



ム
の
洗
礼
・
昇
華
に
よ
る
家
認
識
の
改
変
な
ど
、
梶
井
文
学
に
お
け
る

「
棒
様
」
「
冬
の
日
」
「
の
ん
き
な
患
者
」
と
い
う
三
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

を
押
き
え
た
梶
井
文
学
の
見
取
り
図
は
、
初
期
習
作
の
世
界
お
よ
び
そ
れ

以
降
に
完
成
さ
れ
た
三
十
編
の
作
品
を
論
じ
る
第
一
部
全
十
九
章
の
隅
々

に
前
史
的
に
ト
レ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
初
期
習
作
の
世
界
」
で
は
、
第
一
章
に
掲
げ
ら
れ
た
約
二
十

編
の
初
期
習
作
の
系
統
樹
に
従
い
な
が
ら
、
そ
の
詳
細
な
作
品
分
析
を
試

み
る
。
梶
井
基
次
郎
と
い
う
文
学
青
年
は
、
こ
の
初
期
習
作
の
世
界
を
閲

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紛
れ
も
な
い
小
説
家
の
道
を
歩
み
始
め
た
と
言
っ
て

よ
い
。第

三
章
「
瀬
山
の
話
」
で
は
、
初
期
習
作
の
集
大
成
で
あ
る
「
瀬
山
の

謹
巴
が
同
時
代
文
学
を
い
か
に
吸
収
・
昇
華
し
な
が
ら
造
型
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
を
警
察
す
る
。
佐
藤
春
夫
「
田
園
の
憂
欝
」
(
『
中
外
』
第
ご
巻
第

十
号
、
一
九
一
人
・
九
)
と
「
瀬
山
の
話
」
の
表
現
構
造
の
類
似
か
ら
、

佐
藤
文
学
と
梶
井
文
学
の
類
縁
性
や
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
ダ

ダ
イ
ズ
ム
キ
表
現
主
義
の
影
響
を
受
け
た
活
字
の
組
み
方
を
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ

I
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
「
瀬
山
の
話
」
と
同
時
代
文
学
と
の
密
接

な
連
関
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

第
四
章
「
棒
様
」
で
は
、
作
品
冒
頭
の
有
名
な
「
え
た
い
の
知
れ
な
い

不
吉
な
塊
」
の
内
実
が
、
肉
体
と
精
神
お
よ
び
時
代
の
問
題
と
無
縁
で
な

い
事
実
を
、
従
来
の
研
究
史
の
批
判
的
検
討
を
通
し
て
浮
上
さ
せ
る
。
そ

し
て
、
丸
善
を
爆
破
す
る
心
理
過
程
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
カ
タ
ル
シ
ス

理
論
を
援
用
し
な
が
ら
、
普
美
の
象
徴
と
し
て
の
レ
モ
ン
が
明
ら
か
に
文

学
に
お
け
る
慰
安
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
と
論
証
す
る
。
美
的
自
己
慰

安
の
文
学
「
棒
棟
」
の
価
値
を
剛
明
に
し
た
、
本
書
の
要
の
位
置
に
据
え

ら
れ
る
一
章
で
あ
る
。

第
五
章
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
で
は
、
梶
井
文
学
の
作
品
系
列
で
も
っ

と
も
向
目
的
な
作
品
評
を
受
け
て
い
る
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
が
、
実
は

そ
の
水
面
下
に
病
気
宇
死
の
問
題
を
抜
き
差
し
な
ら
な
い
形
で
潜
め
て
い

る
事
実
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ま
で
一
貫
し
た
筋
の
な
い
、
組
曲
風
の
作
品

と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
死
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
病
気
の
意
味
に

メ
ス
を
入
れ
る
と
共
に
、
作
品
の
重
要
な
キ
I
・ワ

I
F
と
し
て
「
死

(
病
気
)
」
と
「
生
(
性
)
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
作
品
を
貫
く
主
潮

音
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
は
、
死
に
際
会
し
た
人
間

の
そ
の
圏
域
か
ら
の
脱
出
と
、
生
へ
の
参
入
の
ド
ラ
マ
を
描
い
た
作
品
で

あ
る
。第

六
章
「
泥
棒
」
で
は
、
小
品
と
は
い
え
予
想
外
に
産
み
の
苦
し
み
を

味
わ
っ
た
執
筆
過
程
を
検
討
し
な
が
ら
、
精
神
の
ぬ
か
る
み
状
態
を
ユ

ニ
ー
ク
な
表
現
で
精
細
に
描
き
、
あ
わ
せ
て
そ
の
テ
1
7
が
カ
タ
ル
シ
ス

と
密
接
に
関
わ
る
心
的
惨
状
態
か
ら
の
脱
出
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
七
章
「
路
上
」
で
は
、
高
等
学
校
囲
語
教
材
と
し
て
の
「
路
上
」
の

価
値
に
光
を
当
て
る
と
共
に
、
梶
井
文
学
に
お
け
る
位
置
の
低
き
に
異
議

を
唱
え
、
従
来
の
読
み
の
誤
り
を
詳
細
な
作
品
分
析
を
通
し
て
検
証
す
る
。

体
験
を
害
く
こ
と
の
意
義
を
青
年
期
の
問
題
意
識
に
絡
め
て
提
示
し
た

「
路
上
」
は
、
雨
上
が
り
の
坂
を
滑
り
降
り
る
と
い
う
極
め
て
日
常
的
な

行
為
に
貼
り
付
い
た
破
滅
の
相
貌
と
そ
れ
に
付
随
す
る
註
漢
と
し
た
不
安
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感
、
現
実
の
不
可
知
性
な
ど
を
見
事
に
措
い
た
佳
作
で
あ
る
。

第
人
章
「
橡
の
花
」
で
は
、
梶
井
の
小
説
観
や
文
学
観
を
「
橡
の
花
」

と
い
う
失
敗
作
を
通
し
て
検
証
す
る
。
自
作
を
大
事
に
し
た
梶
井
に
は
珍

し
く
「
橡
の
花
」
を
嫌
悪
し
、
厳
し
く
失
敗
作
と
断
定
し
た
理
由
は
、
梶

井
の
身
近
な
友
人
・
知
己
を
安
易
に
採
用
し
た
モ
デ
ル
問
題
や
表
現
の
弛

み
に
あ
り
、
そ
れ
が
私
小
説
の
身
辺
雑
記
性
に
連
動
す
る
形
で
、
梶
井
晩

年
の
小
説
観
や
文
学
観
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
橡
の
花
」
に
対

す
る
梶
井
の
ス
タ
ン
ス
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
梶
井
文
学
の
裾
野
の
広
さ

を
再
発
見
し
う
る
契
機
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
章
の
〔
補
注
〕
は
、
鈴
木

貞
美
編
『
梶
井
基
次
郎
会
集
』
全
四
巻
(
一
九
九
九
・
十
一

i
二
G
O

O
-
九
、
筑
摩
書
房
)
で
習
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
橡
の
花
」
に
対
す

る
、
鈴
木
氏
の
偏
っ
た
文
学
観
や
小
説
観
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
し
て
付

け
加
え
た
文
章
で
も
あ
る
。

第
九
章
「
凝
視
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
は
、
「
あ
る
心
の
風
景
」
「
K
の
昇

天
」
「
桜
の
樹
の
下
に
は
」
「
あ
る
崖
上
の
感
情
」
の
四
作
品
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
梶
井
文
学
に
お
け
る
視
覚
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

想
像
力
と
連
動
し
た
梶
井
文
学
の
視
覚
の
重
要
性
は
、
そ
こ
に
形
象
さ
れ

た
言
葉
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

第
十
章
「
冬
の
日
」
で
は
、
先
に
第
一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
冬

の
日
」
が
カ
タ
ル
シ
ス
を
峻
拒
す
る
作
品
構
造
を
持
つ
と
い
う
内
部
律
を

踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
前
期
の
文
学
に
属
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
一

作
の
み
で
前
・
後
期
の
は
ぎ
ま
に
仲
立
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す

る
。
作
中
に
使
用
さ
れ
た
「
滅
形
」
と
い
う
キ
l
・ワ
l
Fを
桂
子
に
ア

ブ
ロ
ー
チ
す
る
と
、
死
生
の
聞
に
岬
吟
す
る
主
人
公
の
生
の
態
様
が
見
事

に
把
握
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
「
冬
の
日
」
は
青
春
の
絶
唱
を
悲
憤
的
に
語

い
上
げ
た
作
品
と
い
う
評
価
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
十
一
章
「
蒼
寄
」
と
「
覚
の
話
」
で
は
、
梶
井
文
学
に
お
け
る
「
聞
」

の
態
様
を
検
証
す
る
。
こ
の
二
作
に
表
象
さ
れ
た
「
閤
」
は
、
「
冬
の
蝿
」

や
「
聞
の
絵
巻
」
で
獲
得
さ
れ
た
「
闇
」
の
深
さ
・
豊
か
さ
・
安
ら
か
さ

と
は
本
質
的
に
異
な
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湯
ヶ
島
の
自
然
に
認
め

ら
れ
る
漆
黒
の
「
闇
」
の
存
在
な
く
し
て
は
成
立
し
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

「
樟
様
」
の
パ
ッ
ク
に
控
え
る
「
間
」
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
死
の
影
を

色
漉
く
引
き
摺
っ
た
怖
れ
に
満
ち
て
い
る
。

第
十
二
章
「
冬
の
蝿
」
で
は
、
「
冬
の
日
」
の
世
界
を
通
過
し
た
主
人

公
の
生
が
さ
ら
に
深
刻
な
様
相
に
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
冬

の
蝿
の
生
態
が
主
人
公
の
そ
れ
に
重
ね
合
わ
さ
れ
、
結
末
に
お
け
る
冬
の

蝿
の
死
が
み
ず
か
ら
の
将
来
を
暗
示
す
る
暗
い
認
識
と
共
に
語
り
収
め
ら

れ
て
い
る
。
「
闇
へ
の
情
熱
」
は
「
生
へ
の
情
熱
」
の
シ
ノ
ニ
ム
だ
が
、

「
運
命
の
背
中
」
を
透
き
見
る
語
り
手
の
絶
望
感
は
深
い
。
湯
ケ
島
時
代

を
代
表
す
る
「
冬
の
蝿
」
は
、
梶
井
文
学
に
形
象
さ
れ
た
「
聞
」
の
重
層

性
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
捉
え
た
力
作
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

第
十
三
章
「
他
者
意
識
の
変
容
」
で
は
、
「
町
人
根
性
」
を
激
し
く
嫌
っ

た
第
三
高
等
学
校
時
代
(
一
九
一
九
九
i
二
回
=
一
)
の
梶
井
が
、
一

九
二
四
年
四
月
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
す
る
と
共
に
小
説
家
・
梶
井
基
次

郎
に
成
長
し
、
や
が
て
湯
ヶ
島
時
代
を
経
て
帰
阪
後
の
文
学
を
構
築
す
る

道
申
き
を
、
そ
の
内
面
の
変
容
過
程
を
窺
わ
せ
る
書
簡
や
日
記
を
材
料
に
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分
析
す
る
。
梶
井
文
学
に
お
け
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
受
容
過
程
は
、
湯
ヶ

島
時
代
(
一
九
三
六
年
十
二
月
三
十
一
日
j
二
人
年
五
月
中
旬
)
の
精
神

の
変
容
過
程
を
そ
の
前
史
と
し
て
、
一
九
三
九
(
昭
和
四
)
年
一
月
四
日

の
父
・
宗
太
郎
の
死
を
契
機
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
肉
親
や
他
者
意
識
の
そ

れ
に
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
十
四
章
「
愛
撫
」
で
は
、
そ
の
前
後
で
激
し
く
揺
れ
動
い
て
い
る
梶

井
の
意
識
が
、
一
時
的
に
動
き
を
止
め
て
い
る
事
態
を
指
摘
す
る
。
比
喰

的
に
言
え
ば
、
「
愛
撫
」
は
梶
井
文
学
に
束
の
間
訪
れ
た
台
風
の
眼
で
あ
り
、

「
生
の
安
ら
ぎ
」
を
完
壁
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

第
十
五
章
「
閣
の
絵
巻
」
で
は
、
「
冬
の
蝿
」
に
描
か
れ
た
「
絶
望
に

駆
ら
れ
た
情
熱
、
闇
へ
の
情
熱
」
(
一
九
二
七
・
十
三
十
一
付
北
川
冬

彦
宛
書
簡
)
が
「
閣
の
安
息
」
に
変
わ
る
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
聞
」

を
「
絵
巻
」
に
見
立
て
る
視
点
の
独
自
性
を
検
証
す
る
。
そ
こ
に
介
在
し

て
い
る
の
は
、
帰
阪
後
の
精
神
の
変
容
過
程
で
あ
り
、
新
た
な
認
識
の
獲

得
で
あ
る
。
「
自
分
の
心
が
風
景
に
縛
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
一
九
三
九

(
昭
和
四
)
年
頃
の
断
片
が
志
向
す
る
領
域
は
、
和
辻
哲
郎
『
風
土
』
(
一

九
三
五
九
、
岩
波
書
底
)
の
内
実
に
近
似
し
て
い
る
。
「
聞
の
絵
巻
」

の
モ
チ
ー
フ
キ
テ
1
7
は
、
「
関
」
を
波
動
と
捉
え
る
理
系
的
思
考
や
、

見
え
な
い
も
の
を
実
体
的
に
視
覚
化
す
る
表
現
構
造
を
通
し
て
、
極
め
て

鮮
や
か
に
形
象
さ
れ
て
い
る
。

第
十
六
章
「
交
尾
」
で
は
、
上
昇
志
向
か
ら
下
降
志
向
へ
の
視
線
の
変

換
が
作
品
の
背
後
に
秘
め
ら
れ
、
さ
ら
に
〔
そ
の
ニ
〔
そ
の
二
〕
の
世

界
が
実
は
完
成
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
〔
そ
の
二
一
〕
の
世
界
に
よ
っ
て
相
対

化
き
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
可
能
性
の
領
域
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
窺
わ
れ

る
の
は
、
「
の
ん
き
な
患
者
」
に
接
続
す
る
庶
民
へ
の
哀
歓
で
あ
り
、
現

実
認
識
の
深
化
に
よ
る
下
降
志
向
の
視
線
の
獲
得
で
あ
る
。

第
十
七
章
「
の
ん
き
な
患
者
」
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
「
の
ん
き
」
の
語

法
を
梶
井
文
学
の
初
期
に
遡
っ
て
検
証
し
、
時
代
に
流
さ
れ
ぬ
梶
井
独
自

の
抵
抗
の
姿
勢
を
指
摘
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
主
人
公
を
突
き
放
し
て
眺
め

る
客
観
的
距
離
が
こ
の
言
葉
か
ら
得
ら
れ
た
と
見
な
し
、
そ
の
結
果
、
そ

れ
ま
で
一
人
称
単
数
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
梶
井
文
学
が
、
三
人
称

複
数
の
文
学
世
界
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
を
検
討
す
る
。
こ

う
し
た
事
態
は
、
他
者
意
識
の
成
熟
が
梶
井
晩
年
の
思
想
に
反
映
さ
れ
た

結
呆
で
あ
る
と
共
に
、
第
一
作
品
集
『
棒
様
』
(
一
九
=
二
六
、
武
蔵

野
書
院
)
と
は
大
き
く
異
な
る
「
の
ん
き
な
患
者
」
の
文
体
が
、
事
実
や

現
実
の
世
界
を
平
易
に
語
る
意
識
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
判
断
し
う
る
根

拠
と
も
な
る
。
従
来
「
の
ん
き
な
患
者
」
は
、
梶
井
文
学
の
位
置
づ
け
に

お
い
て
は
低
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
志
向
さ
れ
た
三
人
称
複
数
の
世
界
は
、

梶
井
文
学
の
転
換
を
告
げ
る
画
期
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

終
章
「
展
望
・
そ
の
問
い
か
け
る
も
の
」
で
は
、
梶
井
文
学
に
お
け
る

言
葉
や
表
現
構
造
の
比
類
な
さ
を
、
「
推
蔽
」
の
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
。

原
稿
用
紙
に
換
算
す
る
と
、
そ
の
大
半
は
十
枚
前
後
の
短
編
小
説
に
過
ぎ

な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
完
成
ま
で
に
は
気
の
速
く
な
る
よ
う

な
「
推
敵
」
過
程
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
「
推
蔽
」
は
、
眼

に
見
え
な
い
「
時
間
」
概
念
と
同
義
の
働
き
を
も
っ
て
梶
井
文
学
に
作
用

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
推
敵
と
い
う
時
間
の
重
石
が
、
凡
百
の
小
説
家
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の
追
随
を
許
き
ぬ
表
現
の
高
み
に
個
々
の
作
品
を
押
し
上
げ
た
と
言
え
る
。

梶
井
文
学
の
検
証
は
、
究
極
的
に
は
日
本
語
の
分
析
に
帰
着
す
る
と
い
う

の
が
終
章
の
、
ひ
い
て
は
第
一
部
本
論
編
の
結
論
で
も
あ
る
。

〔四〕

「
第
二
部

周
辺
研
究
」
の
眼
目

第
一
章
「
総
説
」
で
は
、
梶
井
文
学
が
ど
の
よ
う
な
先
行
文
学
の
影
響

を
受
け
、
同
時
代
文
学
と
の
共
振
関
係
を
持
ち
、
ま
た
後
代
文
学
へ
波
紋

を
投
げ
か
け
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
友
人
・
知
己
の
証
言
や
文
章
、
残

さ
れ
た
書
簡
、
具
体
的
な
作
品
を
提
示
し
つ
つ
、
実
証
的
に
論
述
す
る
。

こ
れ
ま
で
梶
井
文
学
に
影
響
を
与
え
た
文
学
者
と
し
て
松
尾
芭
蕉
夏
目

激
石
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
そ
う
し
た
動
向
も
含
め
、

梶
井
文
学
を
広
く
文
学
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
白
樺
派
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

表
現
主
義
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
・
第
一
次
戦
後
派
第
三
の
新
人
に
連

な
る
系
譜
を
洗
い
出
す
と
共
に
、
先
行
文
学
・
同
時
代
文
学
・
後
代
文
学

と
の
連
関
を
通
時
的
に
考
察
す
る
。
第
一
部
が
内
部
か
ら
求
心
的
に
捉
え

た
梶
井
文
学
研
究
と
す
る
な
ら
ば
、
第
二
部
は
、
時
代
や
文
化
の
要
素
を

視
野
に
入
れ
、
外
部
か
ら
遠
心
的
に
捉
え
返
す
試
み
と
な
る
。
人
聞
は
常

に
時
代
や
社
会
と
の
連
闘
で
生
き
て
い
る
。
梶
井
文
学
を
総
合
的
に
把
握

す
る
に
は
、
外
部
と
内
部
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の

視
点
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二
章
「
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」
と
「
冬
の
蝿
」
」
で
は
、
両
者

の
代
表
作
の
比
較
・
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
同
質
性
と
異
質
性
に

7
プ

ロ
1
チ
す
る
。
従
来
、
志
賀
文
学
に
対
す
る
梶
井
基
次
郎
の
オ
マ
1
ジ
ユ

は
周
知
の
事
実
で
、
両
者
の
文
学
は
同
質
性
の
面
を
強
調
さ
れ
て
き
た
歴

史
を
持
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
「
城
の
崎
に
て
」
(
『
白
樺
』
第
八
巻
第

五
号
、
一
九
一
七
・
五
)
と
「
冬
の
蝿
」
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
同
質
性
と
同
時
に
異
質
性
の
問
題
で
あ
る
。

志
賀
文
学
は
生
者
の
視
点
か
ら
世
界
を
捉
え
る
の
に
対
し
て
、
梶
井
文
学

は
死
者
の
側
に
身
を
置
く
地
点
か
ら
一
気
に
反
転
し
、
新
た
な
生
の
問
題

を
劇
扶
す
る
、
と
い
う
特
質
が
あ
る
。
こ
う
し
た
決
定
的
な
違
い
は
、
両

者
の
代
表
作
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

第
三
章
「
川
端
康
成
」
で
は
、
川
端
と
梶
井
の
人
間
的
交
流
関
係
を
押

さ
え
な
が
ら
、
そ
れ
が
文
学
上
の
共
振
関
係
に
及
ん
で
い
る
事
実
を
考
察

す
る
。
た
と
え
ば
「
棒
様
」
に
お
け
る
「
見
す
ぼ
ら
し
く
て
美
し
い
も
の
」

と
近
接
関
係
に
あ
る
川
端
文
学
の
「
き
た
な
い
美
し
き
」
(
「
文
学
的
自
叙

伝」、

「新
潮
』
第
三
十
一
年
第
五
号
、
一
九
三
四
五
)
は
、
美
醜
に
対

す
る
両
者
の
感
覚
が
近
似
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
梶
井
が
新
感
覚

派
の
中
で
川
端
文
学
を
何
よ
り
も
評
価
し
て
い
た
事
実
は
、
初
期
の
川
端

文
学
の
美
意
識
と
梶
井
文
学
の
そ
れ
と
が
極
め
て
近
い
位
相
に
あ
る
こ
と

を
明
示
し
て
い
る
。

第
四
章
「
梅
崎
春
生
」
で
は
、
梶
井
文
学
の
「
瀬
山
の
話
」
と
梅
崎
文

学
の
「
風
宴
」
を
狙
上
に
載
せ
、
両
者
の
同
質
性
と
異
質
性
を
指
摘
す
る
。

梅
崎
が
梶
井
文
学
か
ら
学
ぴ
、
い
か
に
昇
華
し
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て

の
痕
跡
は
、
梅
崎
文
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

決
定
的
な
違
い
も
あ
る
。
そ
れ
は
戦
争
の
問
題
で
、
梶
井
文
学
に
お
け
る
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結
核
が
梅
崎
文
学
に
お
け
る
戦
争
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
事

実
だ
が
、
強
制
さ
れ
た
戦
争
に
よ
る
死
の
問
題
は
、
結
核
と
は
異
な
る
側

面
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
国
民
病
と
し
て
の
結
核
の
恐
ろ
し
き
が
個
人
の

領
域
を
超
え
た
内
実
を
含
む
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
争
と

い
う
固
家
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
死
と
決
定
的
に
異
な
る
こ
と
は
事
実
で

あ
ろ
う
。
梶
井
文
学
に
希
薄
な
国
家
と
個
人
の
関
係
性
が
、
梅
崎
文
学
の

代
表
作
で
あ
る
「
桜
島
」
に
は
形
象
さ
れ
て
い
る
。

〔五〕

「
第
三
部

発
展
絹
」

の
主
眼

第
一
章
「
読
み
の
方
法
」
で
は
、
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
と
い
う
新

た
な
読
み
の
方
法
の
構
築
を
目
指
す
。
「
読
む
こ
と
は
書
〈
こ
と
で
あ
り
、

書
く
こ
と
は
読
む
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
「
読
み
・
書
く
」
行
為
を
同
次

。

元
の
位
相
に
置
く
方
法
は
、
文
学
の
意
味
や
価
値
を
描
き
出
す
上
で
有
効

で
あ
る
。
書
き
手
の
自
作
に
対
す
る
共
振
運
動
過
程
を
措
定
し
、
か
っ
、

読
み
手
の
書
き
手
に
対
す
る
共
振
運
動
過
程
を
対
置
す
る
視
点
は
、
こ
れ

ま
で
無
意
識
的
に
運
用
さ
れ
て
き
た
書
き
手
と
読
み
手
の
往
還
的
な
「
読

み
・
書
く
」
行
為
の
相
補
性
を
再
認
識
さ
せ
る
。
あ
わ
せ
て
、
そ
う
し
た

共
振
運
動
過
程
が
「
読
む
こ
と
に
よ
る
・
書
く
こ
と
に
よ
る
」
自
己
変
容

過
程
を
誘
発
し
て
い
る
側
面
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
書
き
手
と
読
み
手
の

読
み
・
書
く
行
為
が
決
し
て
別
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
と
い
う
文
学
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
梶
井

文
学
の
新
た
な
側
面
に
鍬
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
と
い
う
新
し
い
読
み
の
概
念
を

説
明
す
る
前
に
、
い
く
つ
か
の
前
提
が
必
要
に
な
る
の
で
記
し
て
お
こ
う
。

「
書
き
手
l
作
者

l
作
品
|
読
者
|
読
み
手
」
と
い
う
連
鎖
構
造
が
、

当
面
の
読
み
の
モ
デ
ル
概
念
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
生
身
の
書
き
手
お
よ

び
そ
の
書
き
手
が
作
品
を
書
く
次
元
で
概
念
化
さ
れ
る
「
作
者
」
と
い
う

装
置
が
、
こ
の
文
脈
で
押
さ
え
る
べ
き
重
要
項
目
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
連
鎖
構
造
は
、
往
路
と
復
路
と
か
ら
成
る
ニ
方
向
の
循
環
性
を
持
っ
と

同
時
に
、
円
環
と
し
て
の
磁
場
を
構
成
す
る
。

「
作
者
」
と
い
う
概
念
を
、
作
品
の
諮
り
手
を
統
括
す
る
主
体
で
あ
る

と
見
な
す
と
共
に
、
語
り
手
を
通
し
て
作
品
を
統
括
す
る
主
体
で
も
あ
る

と
規
定
す
る
と
、
「
書
き
手
」
と
い
う
概
念
は
、
「
作
者
」
を
統
括
す
る
主

体
で
あ
り
、
た
と
え
ば
自
作
の
A
と
い
う
作
品
か
ら
B
と
い
う
作
品
へ
架

橋
す
る
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
「
作
者
」
は

作
品
に
関
わ
る
装
置
で
、
生
身
の
「
書
き
手
」
は
実
生
活
を
生
き
る
人
聞

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
込
み
な
が
ら
も
「
作
者
」
と
い
う
概
念

装
置
に
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
注
入
し
て
い
る
実
態
が
把
握
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
作
品
の
問
題
を
究
極
的
に
統
括
す
る
主
体
と
し
て
機
能
す
る

の
で
あ
り
、
作
者
に
関
わ
る
書
き
手
は
、
実
生
活
を
昇
華
し
た
次
元
に
構

築
さ
れ
る
表
現
者
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

生
身
の
書
き
手
が
表
現
者
と
し
て
の
自
己
像
を
生
成
し
続
け
る
行
為
そ

の
も
の
に
、
実
生
活
を
超
克
す
る
過
程
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

作
品
を
書
き
続
け
る
行
為
は
、
書
き
手
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
成
し
、
そ
う
し

た
書
き
手
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
成
す
る
側
に
読
み
手
は
加
担
し
て
い
る
。
書
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き
手
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
身
の
書
き
手
自
身
に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
事
実
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
読
み
手
自
身
の
読
む
行
為
が
書
き
手
の
イ
メ
ー
ジ
を
立

ち
上
が
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
つ
の
文
学
者
像
の
構
築
が
、
そ

の
両
者
の
溝
を
い
か
に
し
て
埋
め
る
か
、
と
い
う
読
み
の
問
題
に
帰
着
せ

ざ
る
を
え
な
い
理
由
で
あ
る
。

読
み
手
は
、
書
き
手
や
そ
の
作
品
に
興
味
を
持
つ
。
そ
の
結
呆
と
し
て
、

書
き
手
と
そ
の
作
品
世
界
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
か
を
確
定
し

た
く
な
る
。
作
品
を
書
く
生
身
の
書
き
手
へ
の
興
味
や
関
心
と
言
っ
て
よ

い
が
、
そ
う
な
る
と
、
そ
う
し
た
検
証
作
業
の
過
程
に
書
き
手
の
時
代
意

識
を
測
る
項
目
が
付
加
さ
れ
る
と
共
に
、
読
み
手
の
構
築
す
る
文
学
者
像

に
、
時
代
の
復
元
を
視
野
に
収
め
た
文
学
史
像
が
不
可
欠
に
な
る
の
も
当

然
で
あ
る
ロ

興
味
や
関
心
の
根
本
に
は
、
書
き
手
と
そ
の
作
品
に
対
す
る
心
の
動
き

が
あ
る
。
通
常
、
そ
れ
は
「
感
動
」
や
「
共
鳴
」
と
い
う
言
葉
で
押
さ
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
文
学
行
為
に
付
随
す
る
「
共
振
」
と
い
う
概
念

で
再
定
義
し
た
い
。

自
然
科
学
用
語
と
し
て
は
、
す
で
に
「
共
鳴
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す

る
。
「
共
振
」
と
「
共
鳴
」
は
同
じ
概
念
を
内
包
す
る
言
葉
で
あ
る
。
自

然
科
学
用
語
と
し
て
の
共
鳴
は
広
く
一
般
化
し
た
言
葉
で
、
「
あ
る
事
実
や

考
え
な
ど
に
同
感
す
る
こ
と
」
(
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
)
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
「
共
振
」
が
「
共
に
振
れ
る
」
と
い
う
動
作
を
第
一
に
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
に
対
し
て
、
「
共
鳴
」
は
自
然
科
学
用
語
を
離
れ
た
「
同

感
」
の
意
味
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
、
共
振
は
漢
字
の
原
義
で
捉

え
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
た
と
え
自
然
科
学
用
語
と
し
て
は
共
鳴
と
同
じ

概
念
を
担
わ
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
共
鳴
を
覆
っ
て
い
る
「
同
感
」
の
意

味
が
前
面
に
表
出
さ
れ
な
い
利
点
を
持
つ
の
で
あ
る
。
共
鳴
と
い
う
言
葉

で
は
、
何
よ
り
も
、
読
み
の
反
応
の
ひ
と
つ
に
認
め
ら
れ
る
反
発
や
拒
否

の
感
情
と
い
う
童
要
な
契
機
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
、
不
都
合
で
あ
る
。

読
み
の
行
為
に
は
、
称
讃
や
心
服
を
核
と
す
る
前
向
き
の
感
動
も
あ
れ
ば
、

反
発
や
拒
否
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
蔵
し
た
心
の
揺
れ
が

あ
る
。
そ
の
点
、
「
共
振
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
そ
の
両
者
を
包
み
込
む

幅
と
厚
み
が
付
与
で
き
る
の
で
あ
り
、
読
み
の
重
層
性
を
究
明
し
て
い
く

上
で
共
振
の
方
が
よ
り
適
切
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
嫌
悪
や
反
発
の

原
因
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
書
き
手
の
内
面
の
問
題

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
対
象
へ
の
嫌
悪
や
反
発
は
、
読
み
手
の
無
意

識
層
を
炎
り
出
す
契
機
を
担
っ
て
お
り
、
嫌
悪
や
反
発
を
感
じ
る
要
素
に
、

作
品
と
い
う
他
者
を
媒
介
に
現
象
す
る
自
己
の
内
奥
を
熔
り
出
す
機
能
を

失
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
は
、
共
に
振
れ
る
魂
の
行
為
、
共
に
響
く
心

の
行
為
、
書
き
手
や
作
品
が
存
在
し
て
初
め
て
動
き
出
す
概
念
装
置
で
あ

る
。
大
前
提
は
、
作
品
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
変
容
過
程
に
何
よ
り
も

読
み
手
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
作
品
の
展
開
に
伴
い
、

登
場
人
物
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
と
い
う
変
化
の
相
を
、
作

品
分
析
を
通
し
て
跡
づ
け
る
こ
と
が
作
品
理
解
の
要
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

変
容
し
な
い
登
場
人
物
の
存
在
も
あ
り
う
る
が
、
作
品
が
書
き
進
め
ら
れ

て
い
く
時
点
で
顕
現
す
る
登
場
人
物
の
変
容
過
程
に
関
わ
る
書
き
手
や
読
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み
手
の
生
の
態
様
は
、
作
品
世
界
を
生
き
る
登
場
人
物
の
生
の
態
様
を
測

定
す
る
計
量
器
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
書
き
手
や
読

み
手
に
起
こ
る
共
振
運
動
過
程
の
、
登
場
人
物
の
変
容
過
程
に
発
光
す
る

軌
跡
を
絶
対
に
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
に
は
ふ
た
つ
の
側
面
が
あ

る
こ
と
も
付
加
し
て
お
き
た
い
。
「
読
み
の
共
振
運
動
過
程
」
お
よ
び
「
読

み
の
自
己
変
容
過
程
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
事
項
を
整
理
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
読
み
の
共
振
運
動
過
程
」
の
四
つ
の
レ
ベ
ル

①
ひ
と
つ
の
作
品
を
書
き
進
め
る
害
き
手
の
自
作
に
対
す
る
読
み
の

共
振
運
動
過
程

②
ひ
と
つ
の
作
品
を
書
き
終
え
、
新
た
な
作
品
に
着
手
す
る
書
き
手

の
創
作
活
動
全
般
に
対
す
る
読
み
の
共
振
運
動
過
程

③
ひ
と
つ
の
作
品
を
読
み
進
め
る
読
み
手
に
現
象
す
る
読
み
の
共
振

運
動
過
程

④
ひ
と
つ
の
、
ま
た
は
複
数
の
作
品
を
通
し
て
現
象
す
る
書
き
手
に

対
す
る
読
み
手
の
読
み
の
共
振
運
動
過
程

①
と
②
は
書
き
手
に
、
③
と
④
は
読
み
手
に
関
わ
る
事
項
で
あ
る
。
従

来
の
考
え
方
に
倣
っ
て
一
言
う
な
ら
、
前
者
は
従
来
の
書
き
手
論
や
作
品
論
、

後
者
は
読
者
論
の
範
暗
に
編
入
で
き
る
。

「
読
み
の
自
己
変
容
過
程
」
の
四
つ
の
レ
ベ
ル

回
ひ
と
つ
の
作
品
を
書
き
進
め
る
書
き
手
に
現
象
す
る
読
み
の
自
己

変
容
過
程

固
ひ
と
つ
の
作
品
を
書
き
終
え
、
新
た
な
作
品
に
着
手
す
る
書
き
手

の
創
作
活
動
全
般
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
読
み
の
自
己
変
容
過
程

固
ひ
と
つ
の
作
品
を
読
み
進
め
る
読
み
手
に
現
象
す
る
読
み
の
自
己

変
容
過
程

固
ひ
と
つ
の
、
ま
た
は
複
数
の
作
品
を
通
し
て
現
象
す
る
書
き
手
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
読
み
手
の
読
み
の
自
己
変
容
過
程

前
記
の
四
項
目
と
同
じ
よ
う
に
、
固
と

E
は
書
き
手
に
、

E
と

E

は
読
み
手
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
前
者
は
書
き
手
論
や
作

品
論
、
後
者
は
読
者
論
と
い
う
よ
う
に
。

①
l
④
の
共
振
運
動
過
程
は
、
回

i
固
の
自
己
変
容
過
程
に
対
応
し

て
い
る
。
①
と
回
、
②
と
回
、
③
と
園
、
④
と
固
の
よ
う
に
。
な

お
か
つ
、
共
援
運
動
過
程
は
自
己
変
容
過
程
と
連
動
し
、
「
読
む
」
は
「
書

く
」
と
同
義
で
あ
っ
た
一
事
を
想
起
す
る
な
ら
、
あ
え
て
「
読
み
」
の
共

振
運
動
過
程
と
か
「
読
み
」
の
自
己
変
容
過
程
と
記
述
し
て
い
る
理
由
も

お
の
ず
と
諒
解
で
き
よ
う
。

「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
は
、
「
読
み
の
共
振
運
動
過
程
」
プ
ラ
ス
「
読

み
の
自
己
変
容
過
程
」
を
包
摂
し
た
精
神
運
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
認
識
を
保
持
し
な
が
ら
、
書
き
手
と
そ
の
作
品
に
対
す
る
読
み
手

サ
イ
ド
の
意
識
を
不
断
に
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
聞
の
問
題
を

l閃



視
座
と
し
た
書
き
手
と
作
品
と
読
み
手
と
を
つ
な
ぐ
共
振
の
糸
を
切
断
す

る
こ
と
な
く
手
繰
り
寄
せ
る
こ
と
。
作
品
の
生
成
さ
れ
た
時
代
の
問
題
と
、

読
み
手
の
生
き
る
時
代
の
問
題
を
い
か
に
共
振
さ
せ
た
ら
実
り
あ
る
文
学

研
究
が
達
成
で
き
る
か
を
聞
い
続
け
る
こ
と
。
読
み
手
や
書
き
手
は
、
共

振
運
動
過
程
や
自
己
変
容
過
程
を
潜
り
な
が
ら
、
生
身
の
人
間
と
相
似
た

構
造
を
持
つ
「
作
品
」
と
い
う
「
他
者
」
か
ら
常
に
何
か
を
描
き
出
そ
う

と
努
め
る
存
在
と
し
て
変
容
し
続
け
る
ロ

「
読
み
の
共
振
運
動
過
程
」
は
、
書
き
手
や
読
み
手
が
作
品
に
向
き
合

う
過
程
で
現
象
す
る
新
た
な
自
己
に
遅
遁
す
る
過
程
と
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

「
読
み
の
自
己
変
容
過
程
」
は
、
そ
の
新
た
に
避
遁
し
た
自
己
に
、
そ
れ

ま
で
の
自
己
が
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
、
変
容
す
る
過
程
で
あ
る
。
対
象
か
ら

何
も
の
か
を
描
き
出
す
「
読
み
の
行
為
」
は
、
読
み
手
と
書
き
手
の
読
み
の

抽
象
作
用
に
注
目
す
る
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
に
理
語
化
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
「
第
一
部
本
論
編
」
の
「
方
法
の
磁
場
」
で
提
示
し
た
五

項
目
を
取
り
込
ん
だ
「
文
学
研
究
方
法
上
の
基
本
理
念
」
を
提
示
す
る
。

こ
の
基
本
理
念
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
現
象
を
、
読
む
行
為
と
共
に
起
動
す

る
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
を
手
が
か
り
に
把
握
す
る
と
共
に
、
書
き
手

と
読
み
手
双
方
の
内
実
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
方
法
で
あ

る
。
す
べ
て
の
項
目
に
、
文
学
現
象
と
し
て
の
書
き
手
や
そ
の
作
品
か
ら

何
を
抽
き
出
す
か
と
い
う
意
図
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

文
学
研
究
方
法
上
の
基
本
理
念

〔
乙
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
は
、
書
き
手
と
読
み
手
双
方
が
書
く
行
為

や
読
む
行
為
を
通
し
て
、
不
断
に
対
象
か
ら
何
も
の
か
を
描
き
出
そ

う
と
試
み
る
文
学
理
論
で
あ
る
。
書
き
手
や
読
み
手
は
、
自
己
に
必

要
な
文
学
と
い
う
言
葉
の
対
象
を
追
い
詰
め
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
を

生
か
す
何
も
の
か
を
必
死
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
存
在
で
あ
る
。

〔
一
己
書
き
手
は
作
品
を
書
く
行
為
を
通
し
て
、
新
た
な
自
己
に
立
ち
向

か
う
存
在
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
読
み
手
は
書
き
手
と
そ
の
作
品
の

読
み
の
行
為
を
通
し
て
変
容
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
取

り
も
直
き
ず
、
両
者
が
常
に
相
補
関
係
に
あ
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。

書
き
手
と
作
品
と
読
み
手
と
は
、
循
環
構
造
を
形
作
る
「
読
み
の
共

振
運
動
論
」
||
す
な
わ
ち
、
「
読
み
の
共
振
運
動
過
程
」
と
「
読

み
の
自
己
変
容
過
程
」
を
包
含
す
る
精
神
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

身
を
委
ね
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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〔
二
一
〕
書
き
手
が
一
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
分
節
す
る
と
い
う
一
ア
l
ぜ
を
具
体

的
な
形
と
し
て
言
拒
開
化
し
た
も
の
が
ひ
と
つ
の
文
学
作
品
と
す
る
な

ら
、
読
み
手
は
、
特
定
の
書
き
手
の
出
発
期
か
ら
最
晩
年
に
至
る
道

程
を
通
観
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
刻
印
さ
れ
た
書
き
手
と
そ
の
作
品
の

特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
意
識
を
堅
持
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

〔
四
〕
読
み
手
は
、
書
き
手
と
そ
の
作
品
の
表
現
構
造
を
浮
き
彫
り
に
す

る
作
業
を
通
し
て
、
究
極
的
に
は
文
学
史
上
の
独
創
を
定
立
す
る
必

要
が
あ
る
。



るし
。 つ こ
つの
、囚

読つ
みの
の基
方本

持
留軸

貫尺
をこ
まれ
とま
めで
る論
とじ

て
以き
下た
の内

百雪
5警

(1)
前
向
き
の
感
動
を
核
と
す
る
積
極
的
な
反
応
で
あ
れ
、
反
発
の
感

情
を
内
蔵
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
工
、
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
れ
、
書
き
手
と
そ
の

作
品
に
対
す
る
共
振
運
動
論
を
基
点
に
据
え
た
み
ず
か
ら
の
考
え
を

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
き
手
と
そ
の
作
品
へ
の
架
橋
と
は
、

自
己
の
生
を
棚
上
げ
せ
ず
に
果
た
さ
れ
る
作
品
の
構
造
分
析
と
、
そ

れ
ら
複
数
の
作
品
分
析
の
上
に
構
造
化
さ
れ
る
書
き
手
の
全
体
像
の

中
に
樹
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
量
百
き
手
に
と
っ
て
作
品
は
未
知
の

領
域
を
備
え
て
い
る
。
と
同
時
に
、
読
み
の
行
為
を
遇
し
て
考
究
さ

れ
る
作
品
像
は
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
未
知
の
自
己
の
領
域
か
ら
現
象

す
る
要
素
に
満
ち
て
い
る
。
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
と
は
、
未
知

の
書
き
手
平
作
品
へ
の
共
振
運
動
、
い
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
自
己
へ
の

共
振
運
動
を
基
軸
に
展
開
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
言
梧
行
為
論
と

い
、
つ
こ
と
に
な
る
。

(2)
「
書
き
手
の
死
」
と
い
う
概
念
は
、
「
作
品
の
死
」
を
も
た
ら
す
両

刃
の
剣
で
あ
る
。
書
き
手
と
作
品
は
常
に
読
み
手
を
媒
介
に
し
た

「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
を
基
軸
と
し
て
、
時
代
を
超
え
て
共
振
す

る
新
た
な
意
味
を
求
め
て
変
容
し
続
け
る
。
書
き
手
の
側
に
作
品
の

謎
を
解
明
す
る
契
機
が
内
包
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
作
品
が

そ
の
逆
の
働
き
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
傑
作
と
称
さ
れ
る
作
品
に
お

い
て
は
、
人
生
の
本
質
に
関
わ
る
聞
い
が
書
き
手
の
人
生
の
謎
へ
と

立
ち
向
か
わ
せ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
「
書
き
手
の
死
」
と
い
う

概
念
は
、
作
品
を
読
む
醍
醐
味
を
半
減
さ
せ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。

(3)
文
学
研
究
に
お
い
て
、
人
間
と
は
何
か
と
い
う
視
座
が
欠
落
す
る
と
、

文
学
研
究
と
文
化
研
究
の
区
別
が
暖
味
に
な
る
。
書
き
手
が
そ
の
作

品
に
託
し
て
描
い
た
問
題
は
、
日
本
近
代
文
学
の
場
合
、
人
生
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
命
題
で
あ
っ
た
。
作
品
が
時
代
の
影
を
引

き
ず
り
、
書
き
手
が
時
代
精
神
を
反
映
す
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
の

な
ら
、
な
お
さ
ら
時
代
の
問
題
を
読
む
視
点
と
共
に
、
時
代
に
規
定

さ
れ
て
生
き
ぎ
る
を
え
な
い
人
間
の
問
題
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
ロ

明
治
以
降
の
文
学
者
た
ち
が
必
死
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
さ
ま
ぎ
ま

な
聞
い
の
中
に
は
、
人
間
の
解
放
と
い
う
命
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。

日
本
近
代
文
学
の
読
み
の
視
座
に
、
文
学
は
人
生
と
共
に
あ
る
ゆ
え

に
、
人
生
と
芸
術
の
相
関
図
を
計
量
し
う
る
問
題
意
識
を
保
持
す
る

こ
と
は
重
要
不
可
欠
な
要
素
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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(4)
小
説
は
ど
の
よ
う
に
書
い
て
も
よ
い
と
い
う
の
が
真
実
な
ら
、
文

学
の
読
み
の
方
法
も
千
差
万
別
あ
っ
て
よ
い
。
読
み
の
方
法
は
、
書

き
手
や
そ
の
作
品
の
復
権
を
呆
た
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
視
患
を
糾
合

し
つ
つ
、
両
者
の
有
機
的
な
連
関
や
そ
の
連
動
し
た
関
係
構
図
を
手

が
か
り
に
、
最
終
的
に
は
作
品
を
成
立
さ
せ
る
書
き
手
の
問
題
を
究



明
す
る
作
業
の
上
に
果
た
さ
れ
る
。
個
々
の
作
品
は
作
品
成
立
時
点

で
の
方
法
や
モ
チ
ー
フ
・
テ
ー
マ
・
文
体
・
時
代
思
潮
・
ジ
ャ
ン
ル

の
問
題
と
い
っ
た
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
究
極
の
目
的
は
、
書
き
手
が
作
品
を
紡
ぎ
出
す
磁
場
の
確
認
に

あ
る
。
創
作
活
動
の
原
初
に
発
光
す
る
精
神
の
劇
を
目
撃
す
る
こ
と

は
、
書
く
行
為
に
ま
つ
わ
る
創
作
の
秘
儀
を
探
究
す
る
こ
と
に
重
な

る
。
作
品
の
構
造
分
析
は
ミ
ク
ロ
的
な
作
業
に
属
し
、
そ
の
構
造
分

析
を
踏
ま
え
た
文
学
者
研
究
は
マ
ク
ロ
的
な
視
点
の
上
に
成
立
す
る
。

読
み
手
は
、
遠
心
的
か
つ
求
心
的
な
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
の
磁

場
に
自
己
を
解
放
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(5)
書
き
手
が
作
品
を
書
く
行
為
と
、
読
み
手
が
読
み
の
問
題
を
聞
い

詰
め
る
作
業
は
同
次
元
の
行
為
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
両
者

は
書
く
行
為
や
読
む
行
為
に
お
い
て
何
を
目
差
し
て
い
る
か
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
聞
と
は
何
か
?
社
会
と
人
間
の
関
係
は
?

人
生
を
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
?
と
い
う
問
い
か
け
は
、
書
き
手

を
契
機
と
す
る
読
み
手
の
人
生
へ
の
問
い
か
け
で
も
あ
る
。
両
者
が

共
に
あ
る
べ
き
自
己
の
生
に
、
日
本
語
と
い
う
言
葉
や
表
現
を
通
し

て
参
入
す
る
領
域
が
日
本
近
代
文
学
研
究
と
い
う
学
問
体
系
で
あ
る
。

「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
の
要
に
は
、
文
学
を
手
が
か
り
に
、
そ
う

し
た
書
き
手
と
読
み
手
の
人
生
の
聞
い
を
解
明
す
る
意
図
が
存
在
す

る
。
た
と
え
そ
れ
が
反
発
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
こ
に
刻

印
さ
れ
た
感
動
の
源
泉
は
、
必
ず
や
両
者
の
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

第
二
章
「
棒
橡
」
は
、
第
一
章
「
読
み
の
方
法
」
を
「
棒
様
」
に
適
用

し
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
実
践
報
告
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
棒
様
」
は
、

第
一
部
本
論
編
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
な
「
美
的
自
己
慰
安
の
文
学
」
で

は
な
く
な
り
、
語
り
手
の
「
自
己
変
容
」
を
内
包
し
た
可
能
性
の
文
学
に

刷
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
レ
モ
ン
爆
弾
の
稚
気
は
、
た
わ
い
な

い
一
過
性
の
行
為
に
過
ぎ
な
い
と
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
語
る
こ
と
の
意

義
や
過
去
の
対
象
化
の
作
業
を
自
己
変
容
の
視
点
か
ら
辿
り
直
す
と
、
単

な
る
幻
想
行
為
の
賜
物
と
い
う
一
時
的
な
慰
安
か
ら
、
現
実
変
容
の
新
た

な
次
元
に
浮
揚
可
能
な
行
為
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
棒
様
」
が
時
代
を
超
え
て
読
み
手
に
共
振
す
る
最
大
の
理
由
は
、
青
年

期
の
生
の
煩
悶
を
描
く
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
煩
悶
を
解
消
す
る
心
の
不
可

思
議
き
が
整
然
と
語
ら
れ
た
語
り
の
構
造
に
あ
る
。
「
え
た
い
の
知
れ
な

い
不
吉
な
塊
」
と
い
う
キ
l
・
ワ
ー
ド
を
、
芥
川
檀
之
介
が
自
殺
の
理
由

に
挙
げ
た
「
僕
の
将
来
に
対
す
る
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
」
(
遺
稿
「
或
旧

友
へ
送
る
手
記
」
、

「東
京
日
日
新
直

ほ
か
、
一
九
二
七
七
二
十
五
)

に
対
置
し
て
み
る
な
ら
、
大
正
文
学
と
昭
和
文
学
の
結
節
点
に
梶
井
文
学

の
出
発
と
芥
川
文
学
の
終
駕
が
期
せ
ず
し
て
刻
印
さ
れ
て
い
る
象
徴
的
な

事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
レ
モ
ン
爆
弾
を
据
え
付
け
た
丸
善
の
美

術
棚
(
ア
ン
グ
ル
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
)
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
産
の
レ
モ
ン
が
爆
破
す
る
構
図
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
を
席
巻
す
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の
寓
意
と
見
な
す
こ
と
も
不
可
能
で

163 



は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
「
路
上
」
で
は
、
文
学
用
語
と
し
て
の
異
化
作
用
を
見
事
な
ま

で
に
実
践
し
た
作
品
と
し
て
「
路
上
」
を
把
撞
す
る
。
「
路
上
」
は
、
書

く
こ
と
に
よ
る
新
た
な
自
己
の
意
味
づ
け
や
世
界
の
再
発
見
を
告
知
し
た

作
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
言
葉
が
す
べ
て
の
起
点
と
な
る
文

学
の
原
初
を
開
示
す
る
と
い
う
意
味
で
の
、
言
葉
を
起
点
に
し
た
文
学
研

究
H

「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
が
ま
さ
に
応
用
可
能
な
見
本
と
言
え
る
。

書
き
手
と
読
み
手
が
作
品
を
媒
介
に
自
己
変
容
し
て
い
く
過
程
を
想
定
す

る
こ
と
は
、
書
く
行
為
と
読
む
行
為
の
相
向
性
に
思
い
を
致
す
か
ぎ
り
有

効
で
あ
る
。

第
四
章
「
読
み
の
方
法
再
説
」
お
よ
び
第
五
章
「
新
た
な
書
き
手
論
に

向
け
て
」
で
は
、
第
一
章
「
読
み
の
方
法
」
に
お
け
る
「
読
み
の
共
振
運

動
論
」
を
脱
構
築
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
再
検
討
す
る
。
と
り

わ
け
、
三
好
行
雄
に
お
け
る
作
品
の
自
立
性
の
問
題
や
、
田
中
実
の
「
諒

解
不
能
の
他
者
」
「
自
己
倒
壊
」
「
作
品
の
意
志
」
と
い
っ
た
概
念
は
、
「
読

み
の
自
己
変
容
過
程
」
を
鍛
え
る
内
容
を
苧
ん
だ
も
の
と
し
て
検
討
に
値

し
ょ
、
っ
。

〔六〕

襲
絹

固
に
お
い
て
は
、
梶
井
文
学
の
代
表
作
で
あ
る
「
棒
様
」
研
究
史
を

概
説
す
る
。
「
樟
橡
」
研
究
史
は
梶
井
文
学
研
究
史
と
見
な
せ
る
ほ
ど
に
、

多
く
の
「
棒
様
」
論
は
梶
井
基
次
郎
論
の
一
翼
を
担
ワ
形
で
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
没
後
七
十
年
以
上
に
及
ぶ
「
棒
権
」
研
究
史
は
、
梶
井
文
学

研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
展
望
す
る
の
が
最
善
で
あ
る
。
そ
の
際
、
分
析

格
子
を
③
l
⑦
の
六
項
目
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
逸
せ
な
い
文

献
を
列
記
し
な
が
ら
、
簡
略
な
説
明
を
試
み
た
。

③
資
質
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

⑥
美
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

@
東
洋
的
立
西
洋
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

@
文
体
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

@
キ
1
・ワ
1
Fか
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

⑦
そ
の
他
の
「
棒
様
」
論

こ
の
ほ
か
、
小
林
秀
雄
「
文
芸
時
評
|
梶
井
基
次
郎
と
嘉
村
議
多

1
」

(
『
中
央
公
論
』
第
四
十
七
年
二
月
号
、
一
九
三
二
・
二
)
に
始
ま
る
代
表

的
な
七
編
の
「
棒
様
」
論
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
今
後
の
「
棒
様
」
論
に
有

効
な
七
項
目
の
研
究
テ
1
7
を
提
示
し
た
。

固
に
お
い
て
は
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
研
究
書
の
書
誌
情
報
と

目
次
を
掲
げ
た
。
個
人
単
行
書
四
十
二
冊
、
文
学
鑑
賞
講
座
・
研
究
叢
書

類
九
冊
、
雑
誌
特
集
号
十
九
冊
の
書
誌
情
報
と
目
次
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

研
究
史
を
踏
ま
え
た
梶
井
文
学
の
価
値
を
開
明
す
る
た
め
に
は
、
将
来
に

わ
た
る
丹
念
な
文
献
収
集
が
必
要
と
な
ろ
う
。

固
に
お
い
て
は
、
棒
棟
忌
に
関
す
る
小
文
四
編
を
掲
載
し
た
。

固
に
お
い
て
は
梶
井
基
次
郎
略
歴
を
掲
げ
た
。
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結
語

本
書
は
、
梶
井
基
次
郎
の
事
実
に
関
わ
る
伝
記
研
究
で
は
な
く
、
文
学

史
や
読
み
の
方
法
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
初
期
習
作
か
ら
絶
筆
「
の
ん
き

な
患
者
」
に
至
る
個
々
の
作
品
価
値
平
生
成
過
程
を
書
き
手
と
読
み
手
双

方
の
視
六
長
堅
持
し
つ
つ
総
合
的
に
問
い
詰
め
る
試
み
で
あ
り
、
そ
こ
に

本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
「
梶
井
基
次
郎
の
文
学
」
と
す
る
理
由
が
あ
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
が
、
個
々
人
の
生
き
方
に
作
用
す
る
事
実

は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
こ
と
を
意
識
し
な
い
ほ

ど
に
、
人
聞
が
人
聞
を
変
え
る
事
実
は
当
た
り
前
の
通
念
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
間
の
力
を
作
品
の
価
値
に
置
き
換
え
、
そ
れ
を
個
々
の
書
き

手
や
文
学
作
品
の
問
題
と
し
て
読
み
手
の
側
か
ら
意
識
化
し
た
い
と
い
う

の
が
、
本
書
に
お
け
る
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」
の
初
発
の
モ
チ
ー
フ
で

あ
っ
た
。

歴
史
的
存
在
と
し
て
の
生
身
の
人
間
(
他
者
)
に
各
人
が
動
か
さ
れ
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
文
学
作
品
や
そ
れ
を
制
作
し
た
書
き
手
に
強
く
左
右

さ
れ
た
経
験
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

作
品
と
そ
の
書
き
手
は
、
生
身
の
他
者
と
同
じ
働
き
を
有
し
て
い
る
。
文

学
作
品
を
読
む
こ
と
が
人
聞
を
読
む
こ
と
に
通
じ
る
の
は
、
他
者
と
し
て

の
人
間
の
問
題
を
追
究
す
る
こ
と
が
他
者
と
し
て
の
作
品
に
出
会
う
こ
と

と
ま
っ
た
く
同
じ
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
文
学
作
品
を
生
き
る
糧

と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
書
き
手
と
作
品
は
生
身
の
人
間
と

同
じ
よ
う
に
読
み
手
の
私
を
規
定
し
、
左
右
し
続
け
る
媒
体
と
し
て
意
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
日
常
性
の
中
か
ら
、
「
書
き
革
1
」
作

者

I作
品
|
読
者

I
読
み
手
」
と
い
う
連
鎖
構
造
が
血
肉
化
さ
れ
、
書
き

手
の
書
く
行
為
と
読
み
手
の
読
む
行
為
が
同
次
元
の
内
実
を
苧
む
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
書
き
手
が
作
品
を
書
く
行
為
を
「
共
振
運

動
過
程
」
と
捉
え
る
な
ら
、
読
み
手
の
側
に
も
書
き
手
と
作
品
に
向
か
う

精
神
の
軌
跡
が
ひ
と
つ
の
運
動
態
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
書

き
手
の
書
く
行
為
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
作
品
が
何
ら
か
の
意
味
を
持
つ

と
し
た
な
ら
、
そ
れ
は
書
き
手
に
少
な
か
ら
ぬ
変
容
を
強
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
当
然
読
み
手
の
側
に
も
波
及
し
、
そ
う
し
た
書
き
手

と
読
み
手
の
側
に
起
こ
る
変
化
の
相
(
層
)
を
「
自
己
変
容
過
程
」
と
規

定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ
。
ー
ー
と
い
う
確
信
が
、
『
梶
井
基

次
郎
研
究
』
の
刊
行
以
来
徐
々
に
醸
成
さ
れ
、
か
っ
、
こ
の
二
十
年
間
の

好
余
曲
折
の
過
程
に
刻
印
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

本
書
は
、
従
っ
て
『
梶
井
基
次
郎
研
究
』
を
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」

の
視
点
か
ら
焼
き
直
す
意
図
を
持
っ
て
い
る
。
人
文
科
学
研
究
を
い
か
に

客
観
的
な
自
然
科
学
研
究
に
近
づ
け
る
か
と
い
う
議
論
は
、
将
来
に
わ
た

る
永
遠
の
ア
ポ
リ
ア
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
客
観
」
な
る
も
の

は
視
点
の
入
れ
換
え
に
よ
っ
て
百
八
十
度
変
わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

そ
れ
は
・
自
然
科
学
と
い
え
ど
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
、
視
点
の
据
え
方
に

よ
っ
て
客
観
な
る
も
の
は
動
く
、
と
い
う
の
が
実
際
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

研
究
史
を
視
野
に
収
め
た

「梶
井
基
次
郎
研
究
』
じ
た
い
も
、
私
の
主
観

か
ら
自
由
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
読
み
の
共
振
運
動
論
」

は
、
そ
う
い
う
読
み
の
懇
意
性
か
ら
い
か
に
自
由
に
な
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
編
み
出
さ
れ
た
方
法
で
、
書
き
手
や
作
品
と
読
み
手
の
相
互
作
用
に

重
点
を
置
く
読
み
の
理
論
と
し
て
機
能
し
た
場
合
、
そ
れ
な
り
の
効
果
が

165 



nv 

期
待
で
き
る
。
そ
し
て
、
書
き
手
や
作
品
か
ら
読
み
手
が
何
を
描
き
出
す

か
と
い
う
こ
と
が
書
き
手
や
作
品
を
価
値
づ
け
る
行
為
の
重
要
性
に
密
接

に
絡
む
ゆ
え
に
、
な
お
さ
ら
書
き
手
と
読
み
手
の
共
振
運
動
過
程
や
自
己

変
容
過
程
が
切
っ
て
も
切
れ
な
い
螺
旋
運
動
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
読
む
」
と
い
う
行
為
が
読
み
手
の
価
値
判
断
と
強
く
結
び
付
い
た
精
神

運
動
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
描
き
出
す
行
為
は
、
読
み
手
の
認

識
の
方
向
性
を
一
軍
す
と
同
時
に
、
書
き
手
や
作
品
の
価
値
づ
け
に
関
与
す

る
。
そ
の
価
値
づ
け
は
い
か
に
し
て
可
能
か
。
本
書
の
企
図
は
、
そ
う
し

た
書
き
手
と
読
み
手
の
相
互
作
用
を
梶
井
基
次
郎
の
文
学
を
実
例
と
し
て

検
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
試
み
が
ど
れ
く
ら
い
達
成
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
は
、
本
書
を
繕
く
個
々
の
読
み
手
の
判
断
を
仰
ぐ
し
か
な
い
だ
ろ

う
。
作
品
は
書
か
れ
た
時
点
で
書
き
手
の
範
圃
帽
を
離
れ
る
。
本
書
も

「
私
」
と
い
う
書
き
手
の
思
惑
を
離
れ
、
広
く
読
み
手
の
価
値
判
断
の
磁

場
に
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
リ
リ
ン
グ
と
一
言
え
ば
、
こ
れ
ほ
ど

ス
リ
リ
ン
グ
な
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
本
書
の
行
文
に
お
い
て
は
「
作
家
」
と
い
う
言
葉
に

代
え
て
「
書
き
手
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。
詩
や
小
説
や
戯
曲
短
歌
・
俳
句
批
評
文
な
ど
、
す
べ
て
の
言

語
芸
術
を
制
作
す
る
書
き
手
の
意
味
を
含
ま
せ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

時
に
お
い
て
は
「
文
学
者
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
。
文
学
者
を
、
詩

人
・
小
説
家
・
歌
人
・
俳
人
・
劇
作
家
・
文
学
研
究
者
な
ど
を
包
含
す
る

言
葉
と
見
な
す
た
め
で
あ
る
。
な
べ
て
言
葉
を
紡
ぐ
者
は
書
き
手
で
、
文

学
者
は
言
葉
を
媒
介
に
し
て
、
事
物
を
本
質
論
的
に
追
究
す
る
書
き
手
の

代
表
格
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
来
の
「
作
家
」
に
代
え
て
、
あ
え
て
「
書

き
手
」
や
「
文
学
者
」
と
い
う
用
語
に
固
執
し
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
領
域

の
書
く
行
為
を
想
定
し
た
語
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
こ
と

に
よ
る
。

【い付記】
本
書
に
よ
っ
て
、
私
は
二
O
O六
年
十
月
十
日
、
熊
本
大
学
か
ら
「
博
士
(
文
学
)
」

の
学
位
を
得
た
。
本
稿
は
、
三
O
O
六
年
九
月
九
日
(
土
)
、
熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文

化
科
学
研
究
科
で
行
わ
れ
た
学
位
論
文
公
開
発
表
の
費
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を

原
型
と
す
る
。

今
由
、
森
主
人
先
生
の
退
官
記
念
論
文
集
に
寄
稿
す
る
に
当
た
り
、
も
う
一
章
子
を
入
れ

直
し
、
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
。
純
然
た
る
埜
荷
論
文
と
は
言
足
一
な
い
が
、
今
桂
、
決
定

版
忍
非
基
次
郎
町
文
学
」
を
刊
行
す
る
際
町
一
章
と
し
て
塑
定
L
、
争
え
て
発
表
す
る
。

「
帯
一
ニ
部
構
一
章
読
み
の
方
法
|
「
読
み
の
共
振
運
動
輪
」
の
提
唱
|
」
中
の

「
書
主
1
A作
苧
作
品
l
読
者
I
読
み
手
」
町
連
鎖
構
造
に
関
し
て
は
、
新
た
に
「
読

者
」
の
概
合
を
盛
り
込
む
形
で
藍
序
す
る
と
共
に
、
士
意
を
明
快
に
す
る
た
め
に
、
一
部

『
梶
井
基
次
郎
町
文
学
』
の
文
章
一
を
改
め
た
。
「
書
き
干
作
者
l
作
品
l
読
者
|
読
み

手
」
と
い
う
読
み
の
連
鎖
構
造
に
闘
し
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
拙
論
「
「
読
み
の
共
振

運
動
論
」
と
い
う
読
書
理
論
の
提
唱
」
(
熊
本
大
学
文
学
部
国
語
閏
丈
愛
吉
細
菌
語
閏

文
学
研
究
伊
原
信
一
教
授
退
職
記
念
特
輯
号
』
第
四
十
人
号
、
二
O
二
二
年
二
月
)
を

ご
書
風
い
た
だ
け
れ
ぽ
幸
い
で
あ
る
。

l防

(
こ
が
あ
き
ら
/

大
学
院
文
学
研
究
科
第
七
回
修
了
/
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
)
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